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    今期テーマ は 「ロータリーのマジックで　ロータリーを楽しもう 」 です 。 私たちは職業を通じて 社会に奉仕することにより繋がっている仲間たちです 。 ロータリーに参画することで世界に奉仕 できる 、 そのことこそ与えられたマジックではないでしょうか。 　そして仲間たちと親睦を高め 、 強い絆を益々強くしていくことによって 、 もっともっと楽しいマ ジックを体験することが出来るのです 。 我がクラブは少数精鋭と言いながら も 「会員を中間を 増やしたい 」 という気持ちは常に持ち続けています 。 そしてロータリークラブであればこそ成し える世界の平和と安定への共同参画が実行できると信じます。 202 4～ 202 5 年度計画目標 ◎後継者等 、 次世代を担う若者への恢弘活動 ◇現役会員の人脈のみに頼らない 、 現役会員の後継者や次世代を担う優良社員などへの参 　加を勧める ◇ロータリーを通じて得た仲間や経験は 、 仕事だけでなく生活や人生まで豊かにしてくれるも 　のと確信しています 。 人脈を広げられる事により事業や人格形成につながるでしょう 。 5 年先 　か ら 1 0 年先の当クラブ復活を目指し年間増強目標 を 1 0 名以上としたい。 　　　※女性会員増強も期待大です。 2 . 各種事業について 　◎継承されている事業は基本的に変わりなく実施していく。 　◆実施するにあたり会員の負担となる作業は適宜に改良し中身を濃くし長期継続できるように 　　　していく 。 外部卓話の増 加・ 会員卓話の増 加・ 献血活 動・ 職場訪 問・ 芋収穫ボランテ 　　　ィ ア・ 慰労会等 3 . 他クラブとの親睦及び視察 　◎北部グループの各クラブへ積極的にメーキャップを行い親睦を進める。 　◆１人一回は北部の他クラブ例会に赴き 、 親交を深める。 　◆年に一回 、 北部グループ以外の大手クラブの例会へ全員で出席したい 。 ( 小旅行を兼ね て )


